



能力を培っていくためには，より効果的な食に関する指導体制の整備が急務となり，平成 17 年 4
月に栄養教諭制度が施行された。全国ですぐに栄養教諭が配置をされたのは，北海道（10 名），福
井県（10 名），大阪府（9 名），高知県（5 名）であり，本県では平成 19 年度になって初めて 10
名の栄養教諭が配置された。本県ではその後，平成 21 年度までの 3 年間は配置の増加はなく，平
成 22 年度になって県内 1 市町を除く 22 市町にそれぞれ 1 ～ 2 名の計 26 名の栄養教諭が配置され























─  広島県内の栄養教諭等を対象にした意識調査から  ─
The characteristics and ability required to be nutritional teachers 
in Hiroshima
-From the questionnaire survey among nutritional teachers in Hiroshima-
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年 11 月 17 日に，広島県学校栄養士協議会に調査協力を依頼し，直接配付，回収した。
調査内容は，回答者の属性（性別，年齢，職名，勤続年数），栄養教諭に求められる資質・能力であっ
た。さらに栄養教諭には，栄養教諭になろうと思った理由，「栄養教諭」養成に取り入れた方が望
ましい教育を調査した。（表 1）回収率は 84.8％（139 名中 118 名）であった。そのうち，欠損値


































最も多いのは，栄養教諭 53.8％であり，次に学校栄養職員 35.9％，栄養士 10.3％，その他 0.0％
の順であった。無回答はなかった。（図 2）
（3）年齢
最も多いのは，20代 34.2％であり，次に 40代が 28.2％，50代 20.5％，30代 13.7％，60代 1.7％
の順であった。無回答は 1.7％であった。（図 3）
年齢を職名別にすると，栄養教諭は 40 代が 41.3％と最も多く，次に 50 代 33.3％，20 代
17.5％，30 代 7.9％であった。また，50 代を 50 ～ 54 歳，55 ～ 59 歳に分けると 50 ～ 54 歳
12.7％，55 ～ 59 歳 20.6％であった。60 代及び無回答はなかった。学校栄養職員・栄養士は
20 代が最も多く 53.7％，次に 30 代 20.4％，40 代 13.0％，50 代 5.6％，60 代 3.7％であった。
無回答は 3.7％であった。（図 4）
（4）学校教育歴
最も多いのは，4 年制大学卒で 67.5％であり，次に 2 年制短大卒 27.4％，大学院卒 1.7％，大














学校教育歴を職名別にすると，栄養教諭は 4 年制大学卒で 63.5％が最も多く，2 年制短大卒が
31.7％，大学院中退 1.6％，大学院卒 1.6％，その他 0.0％の順であった。無回答 1.6％であった。
学校栄養職員・栄養士は 4 年制大学卒で 72.2％が最も多く，2 年制短大卒が 22.2％，大学院卒
1.9％，その他（専門学校）1.9％，大学院中退 0.0％の順であった。無回答は 1.9％であった。（図 6）
（5）雇用形態
最も多いのは，正規 79.5％であり，次に臨時 15.4％，嘱託 4.3％，その他（育休）0.9％の順であっ
た。無回答はなかった。（図 7）
雇用形態を職名別にすると，栄養教諭は正規 96.8％で最も多く，次に臨時 3.2％であり，嘱託




最も多いのは，2 ～ 5 年で 33.3％，次に 16 ～ 20 年 12.8％，1 年未満 12.0％，21 ～ 25 年，
26 ～ 30 年，36 年以上がいずれも 8.5％，31 ～ 35 年 6.8％，11 ～ 15 年 5.1％，6 ～ 10 年 3.4％
の順であった。無回答は 0.9％であった。（図 9）
勤続年数を職名別にすると，栄養教諭は 16 ～ 20 年 20.6％が最も多く，次に 2 ～ 5 年
17.5％，21 ～ 25 年，26 ～ 30 年，36 年以上がいずれも 14.3％，31 ～ 35 年 11.1％，11 ～ 15
年 6.3％，1 年未満 1.6％の順であった。無回答は 0.0％であった。学校栄養職員・栄養士は，2
～ 5 年 51.9％が最も多く，次に 1 年未満 24.1％，6 ～ 10 年 7.4％，11 ～ 15 年，16 ～ 20 年が





















































についての深い理解 31.7％，課題解決力 30.2％，教育者としての使命感 27.0％，幼児・児童・生






















年齢をみると，栄養教諭は 40 代 41.3％と 50 代 33.3％で約 75％を占めており，20 代は 20％
に満たない。また，50 代 33.3％のうち 50 代後半（55 ～ 59 歳）が 3 分の 2 を占めている。しかし，
学校栄養職員・栄養士は 20 代と 30 代で約 75％を占めている。雇用形態では，栄養教諭に臨時
採用者がいるがこれは産休・育休代替えであり，栄養教諭全員が正規採用である。学校栄養職員・
栄養士の雇用形態は，正規採用が約 60％，臨時採用者が約 30％いる。これらのことから，今後






で 63.5％，学校栄養職員・栄養士で 72.2％であり，2 年制短大卒は栄養教諭で 31.7％，学校栄
養職員・栄養士で 22.2％である。学校栄養職員・栄養士の方が 4 年制大卒の割合が高く，栄養





現在の栄養教諭の約 75％は 16 年以上の勤務経験をもつが，学校栄養職員・栄養士の約 75％
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